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「失敗は成功のもと」  

                                                        学校長 佐藤 雅昭 

 学校の梅の花が咲き始め、春の訪れを感じる季節となりました。３月は学年のまとめの

月です。６年生は、後１５日登校すると卒業です。１年生～４年生は１４日、５年生は１

５日登校するとそれぞれ１学年進級します。８日（木）には「六年生を送る会」がありま

す。今まで学校の中心になって活躍してくれた６年生に感謝する会です。５年生が中心と

なって着々と準備が進められています。 

今年度を振り返ると、１年生は、学校生活にも慣れしっかり学習できるようになりまし

た。２年生は、「つるっ子祭り」で、初めて自分たちの学級でお店を出し、みんなで作り

あげる楽しさを学びました。３年生の学芸会「満月おどり大会」では、見事なオリジナル

ダンスや演技を披露することが出来ました。４年生の運動会「南鶴ソーラン２０１７」は、

腰をしっかり落とし、切れが良く感心しました。５年生は、パルテノン多摩で行った連合

音楽会で堂々と歌い演奏することが出来ました。６年生は、最高学年として行事や委員

会・クラブ活動をリードしていく力が付いてきました。これらの子供たちの成長は、日頃

の自分たちの努力があったからです。 

さて、２月の大きな話題と言えば韓国で開催された平昌オリンピックではないでしょう

か。私も、連日報道される日本人選手の活躍に一喜一憂していました。その中で私が最も

心に残っているのは、スピードスケートの高木姉妹です。彼女たちの選手人生は失敗や挫

折の繰り返しです。(エピソードについては報道でも紹介されていたので省略します)しか

し、彼女たちはその都度自分の夢や目標を見失わず、それに向かって努力を続けました。

その結果、今回の素晴らしい成績に結びつき、夢や目標を達成しました。 

彼女たちの生き方は、私たちの生き方にも共通します。夢や目標を失ってしまう時は、

失敗した時ではなく、努力することをやめてしまった時です。もし子供が辛いからやめる

とか、失敗が怖いからと言って自分の夢や目標をあきらめてしまったらどうなるでしょう

か。「もう二度とやらない」「どうせ自分にはできない」という気持ちが心の中に残ってし

まいます。過去の出来事を振り返り反省することは必要です。しかし、どんなに悔やんで

も失敗した過去は変えられないのです。失敗すれば、悩んだり後悔したりすることは当た

り前です。「失敗は成功のもと」と言われる通り、失敗は成功の通過点であり、成功のヒ

ントなのです。大事なことは、失敗に負けないことです。失敗したことを引きずってなん

となく今を過ごしているのはもったいないことです。失敗しながら、悩みながら、苦しみ

ながら夢や目標に向かって新たなチャレンジをしていくことが大事です。そして、私たち

大人の役割は、失敗してくじけそうな子供に失敗の数だけ成功に近づいていることを教え

ること、新たなチャレンジをしている子供を励ましていくことだと思います。 

最後になりましたが、保護者・地域の皆様には、今年度１年間本校の教育活動に対し、

ご理解とご協力いただいたことに深く感謝申し上げます。  

HP http://schit.net/tama/esminamitsurumaki/  E-mail daihyo-minamiturumaki-sho＠ city.tama.ed.jp 



「ありがとう」の想いをこめて  代表委員会担当 植田 千成美 
 

 ３月８日（木）は「６年生を送る会」です。この１年間、６年生の活躍やリーダーシップ

を様々な場面で感じてきました。学校のことを考え、学校のために陰でも働き、南鶴牧小を

支えてくれた頼もしい６年生です。かっこいい６年生に憧れ、優しい６年生に助けられ、在

校生はいつも感謝の気持ちとあこがれの思いをもち続けてきました。 

 心の中に思い続けてきたそんな気持ちを表す場が、「６年生を送る会」です。体育館の壁

には、色鮮やかで個性豊かなデザイン・熱いメッセージの詰まった垂れ幕が並ぶことでしょ

う。出し物のアイディアは、６年生が思い出を振り返ることのできるもの、中学校生活に向

けてエールを贈るもの、６年生に喜んで楽しんでもらえるもの等、６年生のことを思いなが

ら考えました。練習や改良を重ね、当日を迎えようとしています。 

もちろん、６年生もお礼のパフォーマンスを用意しています。それが在校生みんなの楽し

みです。６年生にとってはこれが在校生全員の前に立つ最後のチャンスとなり、練習にも気

合が入ります。 

 代表委員の児童は、プログラム作りや全校児童が楽

しめるゲームの企画、司会の練習など、分担した仕事

にやりがいを感じながら準備を進めています。当日の

運営がうまくいき、達成感を得られるよう、サポート

していきたいと思っています。 

 在校生は全力で感謝の気持ちを伝え、６年生がその

気持ちに全力で応え、心温まる会になるでしょう。 

 

みんな なかよし！ ～クラス遊びの時間～    特別活動部 
 

南鶴牧小学校では、月に１回、水曜日の３０分休みにクラス遊びの時間が設定されていま

す。その時間になるとクラスごとにまとまって、事前に決めておいた遊びで遊びます。 

クラスの中には、外で元気に遊ぶのが好きな子、読書やお絵描き、おしゃべりが好きな子、

積極的な子、はずかしがりやの子など、様々なタイプの児童がいます。そんな子どもたちが

ひとつになって遊ぶクラス遊びは、貴重な体験の場です。クラス遊びの時間は広い芝生校庭

が狭く見えるほど、大勢の子どもたちが笑顔

で元気に走り回っています。日頃の遊びとは

異なり、月に１回クラス全員で一緒に遊ぶと

いうことは新鮮なのかもしれません。このク

ラス遊びも、クラスの仲間意識や団結力の向

上に役立っています。 

人気の遊びはというと・・・ドッジボール、

氷鬼、バナナ鬼、ドロけいなど・・・。人数

が多いだけに、単純な遊びが好まれるようで

す。３月最後のクラス遊びも、みんなの笑顔

がはじける１日になることでしょう。 

 
笑顔がはじけるクラス遊び 



「道徳教育＝学校＋家庭＋地域」     道徳主任 山野 友嘉 

道徳といえば「なんだか正しい答えを探してしまいそう」というイメージがありませんか。

道徳教育は、学校教育活動全体で行われています。しかし、学校だけで道徳教育が完結す  

るわけではありません。ご家庭や地域との連携がとても大切な教育活動です。その連携をさ

らに深めるために今年も道徳授業地区公開講座を行いました。３校時に全学級で道徳の授業

を行い、４校時に国士舘大学の古田仁志先生をお招きし、「夢をあきらめない」を題材に講

演をして頂きました。たくさんの保護者の方々にご参観して頂けたこと、感謝申し上げます。 

年間３５時間の授業の中で子どもたちは、「友情」「親切」

など、様々な価値について学びます。４５分の中で「親切」

について学び、その後の生活で「親切にしなければならない

から親切にしよう」とすぐに実践につながることを道徳教育

は目的にしていません。「人に親切にすることは、いいこと

だ」と、分かりきったことを答える時間でもありません。「親

切にすることって、大切。でも、なかなか難しい」と考える

ことや「本当の親切ってなんだろう」と、追及していくこと

でこれからの生活に生かすきっかけになる時間です。来年度、道徳は「特別の教科 道徳」

となり、検定教科書が導入され、通知表に記述での評価が記載されます。「教科化」といっ

ても、授業が大きく変わるわけではありません。これからの社会を生き抜くために必要な豊

かな人間性を育むことを目的として、今後も、家庭・地域と連携を深め、道徳科の充実を図

って参ります。  

“感謝の思いを胸に”‐卒業に向けて‐  卒業委員会 前田 道仁 

 卒業式までの登校日も残すところ１５日となりました。６年生は毎年、卒業の記念として、

放課後絵手紙教室の先生をお招きし、絵手紙に取り組んでいます。第１回目はハガキサイズ

で野菜や果物をモチーフに練習をしました。テーマは『感謝』。９５名それぞれが感謝の思

いを形に表しました。第２回目は、自分でモチーフを決めました。６年間、自分と寄り添っ

てくれたものや、思いがこもったものを絵に表し、その横に

言葉を書きました。直しのきかない一発勝負です。その言葉

には、感謝もあり、思い出もあり、自分への激励の言葉もあ

り…すてきな作品に仕上がりました。 

 これらの絵手紙は卒業式会場後方に掲示され、式当日を盛

り上げます。どの絵もその子らしさがにじみ出ていることと

思います。卒業生保護者の皆様はどうぞ楽しみにしていてください。 

 さて、６年生は卒業式中の「門出の言葉」を自分たちで考えました。「門出の言葉」は、

これまでの学校生活の思い出や友達との関わりの中で感じたこと、成長と共に気付いたこ

と、支えてくださった人々への感謝の思い、希望を表す

にはどんな言葉にしようかと考えて作られています。６

年生は卒業制作や奉仕活動、文集作成等を通して、感謝

の気持ちを改めて感じていくことでしょう。残り少ない

日々を大切に過ごそうと考えている６年生を在校生も職

員も見守り、励ましていきます。 

古田先生による講演 (４校時 ) 



1年 2年 3年 4年 5年 6年

１年間の反省をしよう

４ ４ ４ ６ ６
特別時程(午前短縮・午後通常)　　卒業式予行
1～4年午前授業　　給食終

　今年度最後の保護者会を６日・８日に行
います。全体会では、新学習指導要領へ
の移行期間に伴う来年度の教育課程の変
更点についてお話しさせていただきます。
　なお、お車でのご来校は、児童の安全
上、固くお断り致します。

合唱団さくらコンサート

　８月に行われたNHK全国音楽コンクール
東京予選で金賞を受賞し、本選で銀賞を
受賞した合唱団。この合唱団の今年度最
後の活動となるさくらコンサートが１８日
（日）１３：３０から本校体育館で行われま
す。NHK全国音楽コンクールで発表した
曲や地域のお祭りやコンサートなどで聴い
ていただいた曲など約１６曲演奏します。
保護者の方、合唱団ではない児童のみな
さんの参観もお待ちしています。

放課後子ども教室

　　今年度の放課後子ども教室は１４日
（水）で終了します。毎回、指導員の方にご
来校いただき、子どもの安全を見守ってい
ただき感謝の気持ちでいっぱいです。ま
た、保護者の方々にも、ボランティアとして
受付や安全見回りをしていただいたり、一
緒に遊んでいただいたりしました。ほとんど
の児童が登録している本校の場合、遊び
の見守りは大変な作業となってきています
が、水曜午後の子どもの安全な遊び場所
確保のため、今後もご協力をよろしくお願
い致します。スポーツと囲碁だけでなく、絵
手紙教室、お箏教室、読み
聞かせなどの活動も行って
います。ぜひ、進んで参加
するようにお声かけください。
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６スポーツ大会(5・6年)

保護者会

３月行事予定
授　業　時　数
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10 土
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7 水
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３月の給食指導目標

30 金
31 土

３月の生活指導目標

27 火
28 水
29 木

今年度の重点目標 自分が大切　みんなが大切
　　　　　・あいさつをしよう　　　　・きまりを守ろう 　　　・協力しよう

14:40 14:25

健康にすごせたか、１年間の反省をしよう

12:10

児童集会（音楽委員）　６年生を送る会
保護者会（１・２・４年）　放課後子ども教室

保護者会（３・５・６年）
スクールカウンセラー
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５ ５ ６ ５

５ ５ ５

６ ６
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日

5 月

児童集会（集会委員会）

月 児童朝会　クラブ活動終

６

６ ６
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11 日

12

23 金

25 日

水

14 水

15 木

20 火

21

24 土

学校行事 保健安全行事

1 木

曜

５

木

安全指導
避難訓練

５ ５

クラスあそび　安全指導
放課後子ども教室ボランティア(1年3組)

なかよしコンサート14:15ひの煉瓦ホール（合唱団参加）

児童朝会　委員会活動終

５ ５ ６

６
児童集会（体育委員会）　短縮時程
身体計測(6年)　世話人会10:00

警察署見学（３年）金

3 土
4

３月の保健指導目標

14:45

13

放課後子ども教室
　　　ボランティア(2年1組)

なな山観察会

児童朝会 ５ ５ ５

16 金

17

19 月

土
18 日

５

月・火・木・金 水

４ ４

４ ４ ４ ４

１年間の生活を振り返ろう

４

集団下校集合時刻
芝生管理作業(おやじの会／１－３，４－２，４－３)9:00　Gネット委員会10:30

春季休業日始

３月の安全指導目標

第３６回卒業式（５・６年）

22

13:55
15:30

５校時授業

６校時授業

成長した自分を見つけよう

木

４校時授業短縮時程の上段：給食なし・下段：給食あり

４

26 月 短縮時程

４校時授業 13:2513:20
13:00

修了式　大掃除
午前授業

６ ６

５ ５ ６ ６ ６ ６

合唱団さくらコンサート13:30　本校体育館

６

６

古民家見学（４年）
スクールカウンセラー

放課後パトロール
　　　　　　　（青少協）

６ ６ ６

６

５

春分の日

５ ５

４

主な４月の予定
４月 ５日（木）入学式準備・練習（新２年１０：１５､新６年８：５０）、春季休業日終

４月 ６日（金）始業式（登校時間８：００～８：２０）、入学式

４月１０日（火）給食始

４月１２日（木）保護者会（４・５・６年）

４月１３日（金）保護者会（１・２・３年）

４月１９日（木）父母教新旧世話人会（１０：００）

４月２１日（土）学校公開日


